
52014.4 第32号�

の し ろ 市 議 会 だ よ り�
一�般�質�問� 市 政 を 問 う �市 政 を 問 う �

高

橋

孝

夫

�

平
　
政
　
会�

当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
、
目
玉
事
業
は
何
か�

�

質
　
４
月
の
市
長
選
挙
を
控
え
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、

通
年
予
算
と
変
わ
ら
な
い
積
極
性
を
感
じ
る
。
予
算
編
成
等

に
当
た
り
重
点
事
項
と
し
て
５
項
目
の
政
策
を
挙
げ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
目
玉
事
業
は
。�

�

答
　
「
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
場
の
確
保
」
に
つ
な
げ
る
た

め
の
園
芸
メ
ガ
団
地
育
成
事
業
、
農
家
支
援
活
動
事
業
、
公

共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
、
大
型
七

夕
推
進
事
業
、
き
み
ま
ち
阪
活
性
化
事
業
の
ほ
か
、
新
た
に

重
点
事
項
に
追
加
し
た
「
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
の

た
め
の
空
き
家
対
策
事
業
、
浸
水
対
策
事
業
等
が
26
年
度
当

初
予
算
の
目
玉
事
業
と
考
え
て
い
る
。�

��

小
・
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
財
政
支
援
を�

�

質
　
小
・
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
、
部
員
の
減
少
に
よ

り
、
会
費
が
少
な
い
中
、
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
試
合
や
各
種
大

会
の
参
加
遠
征
費
等
に
指
導
者
や
父
兄
は
多
額
の
負
担
が
か

か
る
。
こ
れ
に
財
政
支
援
を
。
　�

�

答
　
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
校
体
育
連
盟
の
各
種

大
会
に
出
場
す
る
場
合
、
負
担
軽
減
を
目
的
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
が
、
小
・
中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

は
、自
主
性
、協
調
性
、責
任
感
を
育
成
す
る
ほ
か
、明
る
い
学

校
生
活
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
各
種
大
会
で
の
活
躍
や
好

成
績
は
、
市
民
を
元
気
づ
け
、
市
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
る

と
考
え
て
お
り
、
補
助
内
容
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
民
間
借
り
上
げ
の
雪
捨
て
場
の
利
用
は�

○
轌
ノ
目
橋
の
使
用
禁
止�

○
健
康
講
話
の
全
市
的
展
開�

庄

司

絋

八

�

よ
ね
し
ろ
会�

国
民
健
康
保
険
税
の
割
高
感
対
策�

�

質
　
今
後
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

に
突
入
す
る
。
そ
の
方
々
が
気
力
・
体
力
を
維
持
し
続
け
て

医
療
費
が
少
な
く
て
済
む
よ
う
な
社
会
、
生
き
が
い
を
感
じ

る
社
会
の
構
築
を
。�

�

答
　
市
で
は
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業
等
の
健
康

に
取
り
組
む
事
業
を
周
知
し
、
全
市
民
に
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
が
心
・
体
・
生
活
の
豊
か
さ
を
実
現

す
る
た
め
の
土
台
と
な
る
の
が
健
康
と
考
え
て
お
り
、
他
自

治
体
の
先
行
事
例
を
研
究
し
な
が
ら
、
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
医
療
費
等
の
抑
制
を
図

っ
て
い
き
た
い
。�

��
文
化
会
館
使
用
に
関
す
る
条
例
の
見
直
し
を�

�
質
　
部
活
動
に
は
体
育
系
と
文
化
系
が
あ
る
が
、
体
育
館
は

無
料
、
文
化
会
館
は
有
料
で
は
学
校
教
育
上
の
平
等
性
は
保

た
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
文
化
会
館
の
条
例
の
見
直
し
を

行
い
減
免
措
置
を
。�

�

答
　
現
在
、
文
化
会
館
に
は
、
減
免
規
定
が
な
く
、
全
て
の

利
用
団
体
か
ら
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
支
援
が
必
要
な
団
体
等
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ

補
助
金
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
や

効
率
化
な
ど
を
考
慮
し
、
教
育
的
観
点
か
ら
も
小
・
中
、
高

校
生
の
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
森
林
育
成
に
よ
る
木
都
能
代
の
再
生
を�

○
北
高
跡
地
を
避
難
所
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
場
に�

○
二
ツ
井
町
史
編
さ
ん
事
業�
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連

合�

（
仮
称
）イ
オ
ン
新
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

質
　
イ
オ
ン
は
２
０
１
５
年
つ
ま
り
来
年
、
モ
ー
ル
型
で
開

店
す
る
予
定
だ
が
、
い
ま
だ
建
物
の
配
置
等
の
検
討
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
出
店
の
本
気
度
は
農
地
転
用
の
手
続
と

開
発
行
為
だ
が
、
そ
の
動
き
は
ど
う
か
。�

�

答
　
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
東
北
農
政
局
及
び
県
の
担
当

課
へ
手
続
の
再
開
を
報
告
し
た
後
、
正
式
な
事
前
協
議
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
社
内
で
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
公
共
施
設
管
理
者
等
と
協
議
し
て
お
り
、
同
意
を
得
た

段
階
で
事
前
協
議
の
手
続
に
入
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。�

���

ふ
る
さ
と
納
税
と
特
産
品
Ｐ
Ｒ�

�

質
　
自
分
が
貢
献
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
で
き
る
ふ
る
さ
と

納
税
が
、
地
元
特
産
品
な
ど
の
特
典
の
効
果
も
あ
り
、
寄
附

者
が
ふ
え
て
い
る
。
能
代
の
Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。�

�

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
特
産
品
等
の
特
典
を
つ
け
、
イ
メ
ー

ジ
戦
略
に
よ
る
納
税
額
ア
ッ
プ
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
自

治
体
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
主
旨
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
」
「
そ
こ
に
住
む
人
々
を
思
う
心
」

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
、
損
得
だ
け
で
は
な
い
価
値
観
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
取
り

組
み
も
勘
案
し
な
が
ら
、
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
秋
田
Ｄ
Ｃ
の
反
省
と
立
て
直
し�

○
女
性
の
社
会
進
出
及
び
登
用�

○
能
代
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー�


